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C 23 実年期の“ふしめ”の意識と食生活

日本女大家政　○杉山みち子　江沢郁子　今村　晋

〔(社)日本家政学会

　〔目的〕　実年期は、加齢に伴う身体的な機能低下ならびに精神・心理的な変化を経験して、“ふしめ”を意識

する時期である。この場合、身体的予備能力や貯蔵能力が低下し、潜在性の栄養素欠乏状態にも陥りやすくなる。

そこで、男性ならびに女性<r> "ふしめ”の意識の出現と潜在性のビタミン欠乏状態との関連を比較観察してみた。

　〔方法〕　Ｎ女子大学同窓会会員の閉経者1U6名、ならびに学生の父親1163名についてアンケート調査を行った。

一方、n保m.所（東京都）の“ふしめ”健診の男女(40～60歳、各々約i2o名) に、面接調査を行うと同時に、

血中のビタミン濃度を測定した。

　〔結果〕　女性の“ふしめ”の意識の出現は、必ずしも閉経に一致しておらず、“ふしめ”の意識が閉経よりも

3年以上前に出現する場合と、3年以上後に出現する場合が観察される。男性においては、通常の生sをしている

場合、女性の閉経年齢に相当して(50歳前後）、“ふしめ”を意識していたが、健康阻害要因の多い生活をして

いる場合には、これより早ぐふしめ”を意識していた。食物摂取状況については、“ふしめ”を比較的早く意

識する群においては、男女とも蛋白質充足率が低かった。男性は、食事の不規則なものが多く、アルコール飲料

の摂取も多かった。さらに、“ふしめ”の意識と血中ビタミン濃度との関連について観察してみると、女性は、

　“ふしめ”の意識が閉経よりも後に出現する群において、B.濃度が高く、婦人科疾患などに随伴して閉経した

ものは、Bg、E濃度が低かった。一方、男性においては、早期に“ふしめ”を意識している群においては、Bi、

Be、e濃度が低下し、潜在性のビタミン欠乏状態に陥っていた。

　それゆえ、実年期においては、男女とも潜在性のビタミン欠乏状態に陥らないような、健康管理に心掛けるこ

とが必要と考えられる。
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物繊維摂取量と成人病死亡率との相関

践女大家政　○中川靖枝

立健康・栄養研　辻　啓介，市川富夫

　目的　我が国の疾病構造はこの数十年間に欧米型へと変化し，その一因として「食生活

の欧米化」が周知のこととされている．国民栄養調査からは伝統的な食生活で摂取されて

いた穀類，いも類が減り,高繊維の食物摂取が減少していることが明らかである．一方，

食物繊維の摂取量の減少は成人病の増加に影響するのではないかと推測され，疫学調査，

被験者試験，動物実験などで確かめられつつある，今回は成人病による死亡率と食物繊維

の摂取量およびその他の栄養素との相関関係や摂取食物と疾病の経時的な影響をみる指標

として移動相関係数を各種統計資料より求め若干の知見が得られたので報告する．

　方法　国民栄養調査食品群別表をもとに，食物繊維群別表を作成した．この表をもとに

地方衛生研究所全国協議会より公表された食物繊維量表，およびその他の文献数値などか

ら，昭和22年～62年の40年間の群別の食物繊維含量表を作成した．いわゆる成人病の死亡

率は昭和22年～62年の厚生省大臣官房統計情報部の人口動態統計を用いた．　統計処理は

Lotus-123により行ない相関係数および移動相関係数などを求めた．

　結果　食物繊維摂取量は戦後漸増していたが昭和30年以降漸減し，昭和40年以降に20 g

以下となり,昭和62年にはピーク時の約30％も減少した．食品群別ではとくに穀類，いも

類からの食物繊維摂取割合が減少した．疾病と食物繊維の摂取量と相関が認められたのは

糖尿病，心疾患,高血圧疾患で，脳血管疾患ではとくに強い相関がみられなかった．食物

繊維摂取量と疾病の関係を移動相関係数を求めて経時的に調べたところ，3～５年前の食物

繊維摂取量と糖尿病，高血圧疾患，および9年前のそれと心疾患との相関が高かった．


